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CSE1L

CSE1L; CAS; XPO2; Exportin-2; Exp2; Cellular apoptosis susceptibility protein; Chromosome
segregation 1-like protein; Importin-alpha re-exporter
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	応用
	抗原情報
	背景
	核局在シグナル（NLS）を担うタンパク質は、インポーチンα/βヘテロ二量体によって核内へ輸送される。インポーチンαはNLSに結合し、インポーチンβは核膜孔複合体を介した核内移行を媒介する。核内移行後、RanGTPはインポーチンβに結合し、インポーチンαを置換する。インポーチンαは細胞質へ戻され、NLSタンパク質は残される。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、NLSが結合していないインポーチンαに強く結合し、この結合はRANBP1とRANGAP1の複合作用によって細胞質内で解除される。さらに、コードされるタンパク質は、アポトーシスと細胞増殖の両方において役割を果たしている可能性がある。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2012年1月],function: インポーチンαの輸出受容体。インポーチンαの核から細胞質への再輸送を媒介します。これは、輸送基質（貨物）が核質に放出された後に行われます。核内では、インポーチンαと活性型GTP結合型GTPase Ranに協調的に結合します。この三量体複合体は、核膜孔複合体（NPC）へのドッキングを、ヌクレオポリンへの結合を介して媒介されます。核輸送複合体が細胞質へ輸送されると、複合体の分解とRan-GTPからRan-GDPへの加水分解（それぞれRANBP1とRANGAP1によって誘導）により、輸送受容体からインポーチンαが放出されます。その後、CSE1L/XPO2は核内に戻り、次の輸送サイクルを媒介します。核外輸送の方向性は、GTP結合型およびGDP結合型のRanが細胞質と核の間で非対称に分布することによってもたらされると考えられています。,類似性：XPO2/CSE1ファミリーに属します。,類似性：インポーチンN末端ドメインを1つ含みます。,細胞内局在：核と細胞質の間を往復します。,サブユニット：CSE1L/XPO2、Ran、KPNA2との複合体として存在します。RanGTP存在下でのみ、インポーチンαに高い親和性で結合します。この複合体は、RanBP1とRanGAP1の複合作用によって解離します。,組織特異性：増殖細胞で高発現します。,
	研究分野
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	CSE1L抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CSE1L抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CSE1L抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したCASポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

